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　　　A－34 介離大豆タンパ7質へのメチオニy 添加の影曜につい７

　　　　　　大秦智丈参政　〇白石芳子　松筆霧ヽ｝吉田しIf?　坂本　痛

　目的　大・フン/＼°ク質ぼ，一般にイオウフ$ ノ酸の含肩量於

が有効とされていゐ。今回13. 介離文豆タンパク質にs､p｀)のメチオエン多罪による，

ラロ々で$ (･摂食試験ならが｀に戎長試験t行い，戊長齢験後，体麦の窒業攻冷ヽ鳶よび

鯖集ｦi姓の変転を肩足した。これらの蛉房について聊告すろ。

　方法　S･P ネズ｀ ■̂£用い, 8 % タン/ヽぐ7貿レもしにぶる工.s､?飼料パ,3％メチオニン

添力゜工｀ふP.叙料)力ぜイン飼料にょゐSeparate dish 法左Z{日間行いド摂食量む^ｲとｔ

みた・一方呂％タンベク質レ勺しでｴ,s､R佃群, o,mﾒヽチオニン添加工ぶ,R飼料，力ぜイ

>佃料による2I日悶<n ad 血<ね。和必詐行い丿本隻増力口，摂食l, RE.R. 肝吸キサッ

4-ンオ=そう・ターぜ洒ht, 肝吸Q･o アフ＆PTﾗ舌姓，肝鴎北着度，血傭へを比乞測^し

牝。さらに, S叫声かrtue.紳丿絢循, an中屎県ｦ錐鬼の測虻も行っ叱。

　結果　卜　Sep如te お向膏にょれぼ，RE､R It. 斌勉励m 和世呻で比べて低く，工,S.P.

1-1ヒくに低値ぞあった。さらに，一吸に？ンぼヶ質摂取量は，を佃^．ほぼ，2?へ27

%
。鮑團にあった。2, 凧ふなり^d沁{乙よれば，RER.は.メ于オ＝ン添加工,卯群,力

ぜイン糾，LS､P.群。順て七,回，3.16, 2,V, ヒなリ, 0､15%メチオニン乖加(n勃果べ包

含見 られた。3 , 肝禽夫サンチンオキ^ターぜ汚姓は，メ手すニン添加I^S､R佃料群，

力ぜイン叙料群が，工S.R飼料群にたべ｀て高く，血績A/(^･尤も同様の傾向が^られre.

肝繊的T，a-PT,活襖icついて屯若干・変動かーられTc。メ李オニン添加工.S､R群り干載

には軽幔の肝脂泥岩俐が見られr^。血中瓜藪濃胤,エ狐p.飼料群以，もっと｡も高かっ蓉。

　　　A－35 濃細大iタンノ目賀t .き内タ'■''ヽり債め滉tポ,エ・軋糞学^考泉

　　　　　　良妻女大象貳　o後藤畝^　松裏息子　吉田しけ'子　蔵本躇

　a 的　動物タつヽjクｉ ･･･べ讐品とむzめ巾販鵜大盛タンノり貳c,s.p)^利用左ヒ

く･･栄養面か多検|いた．すなわ? c･s-p.左冷凍.1 肉すり身町μ藤乙音叱を走えt 遠々

t . 々)i inい･グ- シンダtハン/゛-rim理左iぢみれ．これら^製品･･官能試震，

ち'よ≪≪■-自皐A'5, ・･虞長収蔵，ならi^'ix 生体鳶分測叉iH系･い・・t 報告ナる.

　is法　I. かまぼ乙調良民峡，官能試験；f.f. KC.球をそi^t^ら3, iりo φ這會綱変む

，官れ試農差行・tl . 2./･> ノχ'-ｸﾞ誘理，官叙試験:at ui.尺まそれ>tれ占'む，7:3

（堤晋えむヽヽンA* -ク･ t ワくり官能拭雇左行・n。3､釆裏試験：白茅ズ゛ミ差用い，坏

タンノり噴レ⌒りﾚz^じ,$.r.飼料パ町り4-オニンj^加乙･好飼札μとにり這奮飼外政

:|5).馴訟吸，f.p.折かRJtる2＼ Q闇c, Uお心μ≒連行・な．こ^ 腐果^重増加，摂良

友．H-k, 肝臓キサンチンオキシダーr希後，肝廉C[.O.l, 卵T.}i祉，肝脂遼着度．A

?tM≪ii剥史しa., さりi●i^ふ．奔Uiif後．貞中尿未濃皮^測^る君・た.

　収A　I. かまぼこ官れ試験≪辞表，片親rn､絢^み教最良が，味XT n H c.i･f.添加吠

粂k>^ ！れ瓢。ｊヽヽ>ベ- ダX腿t C.%.t，B:S ・・流今迄代艮気

FS尺,it紅飼料政最% ・，c.s.r.飼村群(i ^ ク，乙.s.f>.;順す-5･･蚕オニン:^^必義が絡Ji

られた．肝mキグンチシオキシダ－ど^岐．j.o.t. ぷ吋渚岐は．こ･リ飼筰群か')rf.甥耕

料．,チ+ニン価加..f:飼料群より低か・た．･･チオニ>添加こS.哺耕群ぐは軽'l''

帛朋漣着冽状見^ れft. 血漕減叱は, i^･^.P-飼柵群iUfLがぱごて4^^差示むft ．- カ
A,中尿素･よなり剣料料r鳥．ヽ'ft左示む扨．


